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1. 概要 
 
この文書は Sherpa 社が提供する PROFINET デバイスの通信スタックとその評価キットに関する技術資料です。 

この通信スタックは、ドイツの産業オートメーション企業である Softing社の通信スタックをルネサスエレクトロニクス社
の R-IN32M3 へポーティングしたものです。 
この文書は通信スタックとアクセスライブラリの説明、サンプルアプリケーションの記述方法と設定方法、PLC プログ

ラムの記述方法、及びサポートの範囲について記載しています。 
 

2. 製品内容 
 

PROFINET デバイス評価キットには、以下の情報が含まれています。 

 評価ボード用にポーティングしたサンプルアプリケーション（詳細は後述） 
 評価用 PROFINETデバイス：これは 90分の連続動作を制限として、製品と同等の機能を有する 
 本評価用 PROFINET デバイスの GSDML ファイル 
 シーメンス社 PLC（S7-1200）向けのサンプルプログラム 
 アクセスライブラリの詳細 i/f、アプリケーションの仕様、Softing社の PROFINET プロトコルスタックの詳細情

報 

3. PROFINET デバイス通信スタックライセンス 
 
PROFINET デバイスの通信スタックは評価キットの一部として提供されます。この通信スタックは、評価の目的の

みに使用が限定されています。 
この評価キットに含まれるソフトウェアを製品に利用すること、及び他へ販売することを禁じます。デバイスメーカーが

この通信スタックを製品に利用する場合、Sherpa社と購入の契約を締結する必要があります。 
ライセンス条件については、後述する『ライセンス、商品開発や追加サービス』を参照下さい。 
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4. 評価と開発環境 

評価キットを正しく使用するためには、最低限以下の環境が必要です。 

 

 

Windows workstation with Simatic 
software, IAR System 

development tool, terminal for 
Sherpa Profinet device, application 

and Ethernet packet analyzer. 

Managed Ethernet switch with 
mirroring port capability for 

packet capturing  

Simatic S7 PROFINET 
controller 

IAR Systems I-jet ICE 
IAR Systems R-IN32M3-EC 

Board Lite or equivalent 
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5. サポート範囲 
 

PROFINET デバイス評価キットは、前章の環境にて試験を実施しました。他の評価環境での使用に関する技
術的なお問い合わせ・サポートについては、本評価キットの対象外となります。『他の評価環境』とは、下記の使用
方法などである。 

 
 本評価キットに含まれるアプリケーションプログラムを改造して使用する場合 

 IAR社のワークベンチ Ver. 7.40以上のコンパイラを用いていない場合. 
 S7-1200以外のコントローラ（シーメンス社の他のコントローラを含む）を使用する場合 
 Sherpa社以外が提供するワークショップにて得られた技術などをベースとした場合 
  

Simatic tool with program for 

Sherpa R-IN32M3 PROFINET 

device application 

Ethernet protocol analyzer 

software (e.g. Wireshark) 

IAR Embedded Workbench for 
ARM version 7.40 or later with 

Sherpa PROFINET device sample 
application 

Terminal 
communicating with 

Sherpa sample 
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6. R-IN32M3 と Sherpa社の PROFINET デバイス 

  PROFINET デバイス評価キットは、R-IN32M3向けに開発され、下記のブロック構成図に示す上位レイヤの位
置づけで動作します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 提供ファイル 

 このセクションでは、PROFINET デバイス評価キットに含まれるファイルの格納フォルダについて記述します。 

 

Sherpa PROFINET device stack and sample 
application running on R-IN32M3 engine 

ARM 
cortex M3 

 

HW RTOS 
 

SRAM 

Hardware Ethernet accelerator, including 
real-time switch 

 

Ethernet 
PHY 

 

Peripherals: 
e.g. JTAG, 
serial port, 
GPIO  

PROFINET 

PROFINET 
controller 

Terminal software on PC 
communicating through 

COM port  
  

Sherpa PROFINET デバイス評価キット

用の GSDML ファイル 
Sample Simple 

Device 

Application 

Interface (SDAI) 

のアプリケーションのソ

ースコード 
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 “demo_profinet.eww”をクリックしますと IAR System 

Embedded Workbench.が起動します。 

評価 PROFINET デバイススタック 

(90分で停止) 

Sherpa LLCの

サンプルアプリケー

ションのソース 
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8. PROFINET デバイススタック取扱書 
 

Sherpa社の R-IN32M3向け PROFINET デバイススタックは、Softing社のコミュニケーションスタックをポーテ
ィングしたものです。これらは Softing社が提供するデバイススタックと同等の機能を提供します。詳細な説明は、
Softing社が提供するドキュメントを参照下さい。 

 
注）この PROFINET デバイス コミュニケーションスタックは Sherpa社よりライセンス提供され、メンテナンスサポート
が提供されます。 
 

Sherpa社と Softing社は技術提携を行っています。Softing社にて PROFINETデバイススタックのアップデー
トを行った際、Sherpa社の提供するデバイススタックにも同様の更新が反映されます。 

 

9. Simple Device Application Interface 
 

Sherpa社のコミュニケーションスタックが提供するアプリケーションインタフェースは、Softing社の開発した
Simple Device Application Interface (SDAI)と同等です。尚、SDAIの詳細仕様については、Softing社
の提供するドキュメントを参照して下さい。 

 
10. サンプルアプリケーション 
 

Sherpa社の PROFINETデバイス評価キットに含まれるサンプルアプリケーションは、Softing社が提供している
アプリケーションをベースとしている。詳細は Softing社のドキュメントを参照願います。 

Softing社のドキュメントは下記の構成で提供されます。 
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11. シーメンス社 PLC（S7-1200）プログラムと Sherpa デバイスアプリケーション 
 

PROFINET コントローラとサンプルアプリケーションの概要について記載します。 
 

 

  

 

             

             Siemens社の TIA ツールで実際に使用する

PLC の型番を選択してください。 

Sherpa の機器を初めて使う時に、「devicedescription」フォルダに入っている

GSDML ファイルを TIA ツールの GSDML ライブリを登録する必要があります。 
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PROFINET コントローラの I/O構成は、R-IN32M3上での定義に対応する必要があります。 

 

 

 
PROFINET device application on R-IN32M3 
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The mapping of the physical IO in the IAR board through the 

Sherpa PROFINET device application is shown here, for the 

S7-1200 program used in this document: 

IO module PLC 
memory 

Value Physical IO 

Dig 8 bit IN %IB1 0xA5 SW3 
Dig 8 bit OUT %OB1 0x5A LD1~LD8 
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12. IAR社評価ボードでのユーザインタフェースとサンプルアプリケーション 
 
このセクションでは、IAR システム評価ボード上のサンプル PROFINET デバイスアプリケーションの外部インターフェ

ースについて説明を提供します。外部インターフェースは、PROFINET マスタまたはアプリケーション操作の入力に対
する出力とステータス表示とディップスイッチ、及び発光ダイオードで構成されています。 
 

IAR ボードは電源 ON後、RUN モードに入る前はオレンジに発光します。 

. 
RUN モードに入ると、LED2は緑色にて発光します。 
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13. サンプルアプリケーション初期設定 

 サンプルアプリケーションの初期設定値は「demo_platform.h」に記載されております。 

 
 

修正のポイントは４つ、「demo_platform.h」を開いていただき、以下を必要に応じて修正してください。 

  

①デバイス関連 
「RENESAS_VENDORID」はルネサスが所有している PROFINET のベンダーID を利用しております。ユーザ

側で既にベンダーID をお持ちの場合はここを修正してください。合わせて GSDML ファイルの該当箇所の修正も必
要になります。お持ちでない場合はこの ID をそのままお使いください。 
「RENESAS_DEVICEID」はユーザが独自に設定できます。先ずはこの ID をそのままお使いください。 

「DEMO_DEVICE_NAME」はマスタ側の設定と合わせてください。 
 
②デモプロダクト関連 
これら値も製品化時に修正が必要になります。先ずはこのままお使いください。修正した場合は GSDML ファイル

の変更も必要になります。 
 
③MACアドレス 
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この MAC アドレスはルネサスが所要しているMAC アドレスを利用しております。ユーザ側で既にMAC アドレスを
取得済みの場合はここを修正してください。 
 
④IPアドレス 
ユーザ側の環境に合わせて修正してください。 

 
 上記設定は PROFINETデバイススタック起動時に、ターミナルソフトで確認できます。 
 
 ボーレート ：115200 
 データ  ：8bit 
 パリティ  ：none 
 ストップ  ：1bit 
 フォロー制御 ：none 
 

 
 
初めて本 PROFINET デバイススタックを R-IN32M3 の評価ボードで実行するとき、上記初期値がフラッシュ

ROM に書き込まれます。2回目からは、フラッシュに書き込まれた初期値の値が優先され起動します。 
上記「demo_platform.h」を変更した場合、スタック起動時のカウントダウンが「0」になる前に、キーボードから

何らかの値を入力してください。 

Tera Term や PuTTYなどのターミナル

用の入出力機能をサポートします。 

  ① 

④ 

③ 
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 また、「y」を入力せずに、キーを押下すると、以下の項目が変更できます。 
 
・Device Name 
・IP Address,Netmask,Gateway 
・MAC Address, Mac Port1 Address、Mac Port2 Address 
・Wait Count（カウントダウンの秒数です） 
 

 
 
最後に「y」を押下し、変更した値をフラッシュに書き込んでください。 

  

0 になる前にキーを入力 
「y」を入力 

「y」を入力 
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14. ライセンス、製品開発、追加サービス 

PROFINET デバイススタックは短時間にて、PROFINET プロトコルに準拠した評価環境の構築を可能にします。
R-IN32M3 を使用したカスタマイズボードに製品を組込む場合は Sherpa社との契約が必要となります。また、カ
スタマイズボードへのポーティングや測定用アプリケーションのサポートなどは Sherpa社へお問い合わせ下さい。 

シェルパ合同会社 
〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜 3-19-11  加瀬ビル 88 4階 16号 
TEL 050-5532-6257 
r-in32-stack@sherpa-tech.jp  

15. PROFINET デバイススタック機能 

Functionality according to Conformance Class B 

Media Redundancy Client 

Multicast Provider and Subscriber 

Number of PROFINET Controllers with which the Stack can    2 
simultaneously communicate (shared Devices).    

Number of Connections per Controller      2 

Max. Number of Configuration Data in the Device    8 kB 

Max. Number of Parameter Data in the Device     8 kB 

Max. Number of I/O Data per Communication Link    1440 bytes 

Support of Profiles         yes 

mailto:r-in32-stack@sherpa-tech.jp
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